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第Ⅴ部は結論である。総合考察（第 13 章）では，3 つのリサーチ・クエスチョンへの回答
を示した。まず，リサーチ・クエスチョン 1について，本論文の実践の指針とした①ダンス／
ムーブメントを活用する：身体的アプローチの工夫，②フェルトセンスを活用する：セラピス
ト自身の身体へのかかわりに加え，特定の技法を用いる前提としての③クライエントの「安全」
を守る：クライエントの身体に対する姿勢，の三つの次元で整理した。  
次にリサーチ・クエスチョン 2について，まずセラピストの体験とクライエントの体験とい
う観点から回答した。さらに，事例研究において見いだされた，セラピストがクライエントに
身体を通した共感を試みる際に生じる「2 つの体験の重なり」について検討した。それらは，
a.「する体験」と「される体験」が重なり反転する，b.現在の身体的体験が過去の身体的体験
と相似する，c.セラピストとクライエントの自己探索が部分的に一致する，d.自分を感じる体
験と相手を理解する体験が重なる，であった。セラピストによるクライエントへの同一化には，
能動と受動を超えた関係性の取り入れとセラピスト自身の身体的記憶の想起が伴い，それらが
セラピストの自己の分化とクライエントへの認知的理解へとつながり，さらにそれらを表現し
伝達することを通して，クライエントとの分化が進んでいくと考えられる。 
最後に，リサーチ・クエスチョン 3については，研究者の身体を通した分析として，研究者
のフェルトセンスを使ってデータを身体的に感じ，それをムーブメントで表現することを繰り
返して，クライエントの視点に近づく方法を提示するに至った。身体を通した共感を軸とする
実践を，身体を通した方法で分析するということは，セラピスト＝研究者の一人称・二人称の
体験としての「身になること」と「身から離れること」を再度深く体験し直し，三人称の言葉
を使って伝達を試みるということである。 
本論文は，心理臨床実践および研究における，セラピストおよび研究者の「身体を通すこと」
の意義を示した。特に，「身体を通す」とは心身および自他の一元と二元を往還することであ
り，そのプロセスを支える行為として「身体が動く／身体を動かすこと」と「身体が感じる／
身体を感じること」の組み合わせが有効であるという知見を示した点に，本論文の価値がある。 
